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町の情報をお伝えしています。
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特 集

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業

伊
仙
町・
ボ
ス
ニ
ア・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
調
印
式

〜
ボ
ス
ニ
ア
御
一
行
来
島
〜

　

台
風
17
号
が
接
近
す
る
９
月
20
日（
金
）、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
闘
牛
文
化
を
中
心
に
住
民
と

の
交
流
を
行
う
た
め
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
駐
日
大
使
館
の
シ
ニ
シ
ャ
・

ベ
リ
ャ
ン
特
命
全
権
大
使
、
闘
牛
飼
育
愛

好
者
協
会
の
ベ
ス
ィ
ム
・
グ
リ
ー
バ
会
長
と

同
協
会
の
セ
ン
カ
・
フ
セ
イ
ン
バ
シ
ッ
チ

事
務
長
が
来
町
し
ま
し
た
。
役
場
に
到
着
す

る
と
、子
ど
も
た
ち
と
職
員
に
迎
え
ら
れ
、

４
日
間
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〜
闘
牛
オ
ー
ナ
ー
訪
問
〜

　

町
内
で
闘
牛
を
育
て
る
オ
ー
ナ
ー
を
訪
問

し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
バ
会
長
は
、
牛
の
扱
い

に
手
慣
れ
た
様
子
で
、
闘
牛
の
背
中
を
撫
で

な
が
ら
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
言
葉

は
通
じ
な
く
て
も
、牛
へ
の
愛
情
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
牛
主
へ「
体
重
は
ど
れ
く
ら
い

あ
り
ま
す
か
」「
私
の
国
で
は
、
ロ
ー
プ
は

鼻
に
通
さ
ず
、
角
と
ア
ゴ
で
固
定
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
、
角
を
観
察
し

な
が
ら「
角
が
非
常
に
い
い
で
す
ね
。
試
合

前
に
、角
は
鋭
く
し
ま
す
か
」「
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
は
、角
を
鋭
く
す
る

こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ボ
ス
ニ
ア・ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
は
、牛
の

中
で
も
、
闘
牛
に
適
し
た
一
定
の
種
類
が

あ
り
、そ
の
中
か
ら
選
び
出
す
と
い
う
こ
と

で
、全
土
で
３
５
０
０
頭
程
度
い
る
と
話
し

ま
し
た
。闘
牛
の
対
戦
で
は
、ス
ピ
ー
ド
が

あ
る
展
開
を
好
み
、
動
き
が
速
い
軽
量
級

（
８
０
０
kg
以
下
）の
取
り
組
み
が
最
も
人
気

が
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
２
カ
所
の

オ
ー
ナ
ー
訪
問
で
２
時
間
半
、牛
主
と
闘
牛

に
つ
い
て
語
り
合
い
、
闘
牛
へ
の
情
熱
が

垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目

　
２
日
目

〜
住
民
と
の
ふ
れ
合
い
〜

　

午
前
中
は
、松
田 

房
子
さ
ん
の
ご
自
宅
で

開
か
れ
て
い
る
書
道
教
室
で
書
道
体
験
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
筆
を
持
っ
て
、書
道

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
筆
の
持
ち
方
を
教
わ

り
つ
つ
、
手
本
と
な
る
字
を
見
な
が
ら
、

好
き
な
字
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
練
習
を

重
ね
て
い
く
と
上
手
く
書
け
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、「
上
手
に
書
け

て
い
る
」と
お
褒
め
の
言
葉
が
。
時
折
、

子
ど
も
た
ち
と
記
念
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、

ふ
れ
合
い
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、喜
念
小
学
校
の
運
動
会
に

参
加
。
集
落
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
で
は
、
運
動
会

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を
見
学
。

農
学
博
士
で
も
あ
る
ベ
リ
ャ
ン
大
使
は
、

圃
場
を
観
察
し
な
が
ら
、害
虫
に
よ
る
食
害

の
有
無
な
ど
、い
く
つ
か
質
問
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
崎
原
集
落
へ
移
動
し
、畜
産
農
家

の
牛
舎
見
学
も
行
い
ま
し
た
。
牛
舎
に
設
置

さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
か
ら
、
携
帯
電
話
で

　
３
日
目
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交
流
会
で
は
、
約
１
５
０
人
の
地
元
参

加
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
余
興
の
部

で
は
、黒
潮
太
鼓
、拳
心
館
に
よ
る
空
手
の

演
武
を
鑑
賞
し
、
最
後
に
ワ
イ
ド
節
が
始

ま
る
と
、ベ
リ
ャ
ン
大
使
、グ
リ
ー
バ
会
長
、

フ
セ
イ
ン
バ
シ
ッ
チ
事
務
長
３
名
も
輪
に

加
わ
り
ま
し
た
。
六
調
を
終
え
る
と
、今
度

は
お
返
し
と
し
て
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ビ
ナ
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
披
露
。参
加

者
が
輪
に
な
り
、楽
し
く
踊
り
、フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
ま
し
た
。

　
４
日
目

〜
帰
国
の
途
へ
〜

　

３
カ
所
の
小
学
校
の
運
動
会
を
見
学
し

た
後
に
、
徳
之
島
子
宝
空
港
へ
。
今
回
の

交
流
を
通
じ
て
、町
の
印
象
に
つ
い
て
質
問

す
る
と
、
ベ
リ
ャ
ン
大
使
は

「
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
人
を
迎
え
る

暖
か
い
気
持
ち
に
感
動
し
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
所
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
で
、
準
備
や
計
画
も
含
め
て
、

お
も
て
な
し
が
非
常
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

驚
い
た
の
は
、
人
々
が
開
放
的
で
心
優
し

く
、
訪
問
し
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
道
を
す

れ
違
う
人
々
も
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。
自
分
た
ち
を
伊
仙
町
民
の
よ
う
に

迎
え
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
こ
の
町
の
人
々
が
い
か
に
開
放
的
で

心
優
し
い
か
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
私
た
ち

に
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
社
会
生
活
、
文
化

生
活
、
社
会
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
高
い

水
準
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
一
生
忘
れ

な
い
出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
伊
仙

町
の
皆
さ
ん
。
あ
り
が
と
う
」

と
言
葉
を
残
し
、徳
之
島
を
離
れ
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
闘
牛
文

化
が
き
っ
か
け
と

な
り
、台
風
を
も
の

と
も
せ
ず
実
現
し

た
４
日
間
の
交
流
。

２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

と
の
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。

牛
の
状
況
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
聞
き
、
町
が
掲
げ
る
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
徳
之
島
な
く
さ
み
館
で
、

闘
牛
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

か
ら
結
び
の
一
番
ま
で
を
観
戦
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ド
ワ
イ
ド
の
掛
け
声
で
、
闘
牛
が
入

場
し
て
く
る
と
、
グ
リ
ー
バ
会
長
は
カ
メ
ラ

を
手
に
し
な
が
ら
、
終
始
撮
影
。
記
録
を

取
り
な
が
ら
、
徳
之
島
の
闘
牛
大
会
の
雰

囲
気
を
肌
で
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

〜
調
印
式
及
び
交
流
会
〜

　

そ
の
後
は
、徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば「
ほ
ー

ら
い
館
」へ
移
動
し
、
調
印
式
及
び
交
流
会

に
出
席
し
ま
し
た
。 

　

調
印
式
で
は
、大
久
保
町
長
と
グ
リ
ー
バ

会
長
が
檀
上
へ
上
が
り
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

関
す
る
覚
書
に
サ
イ
ン
。
調
印
書
を
交
換
し

署
名
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
の
大
き
な
１
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
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伊
仙
町
相
撲
場
で
、ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
仙
町
連
合
青
年
団
が

主
催
し
、開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、今
年
で

６
回
目
と
な
り
ま
す
。
島
内
か
ら
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
未
就
学
児
か
ら
小
学
校
の
高
学
年

ま
で
、
ク
ラ
ス
毎
に
競
技
が
行
わ
れ
、
未
就
学

の
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み
で
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
土
俵
に
あ
が
り
、
泣
き

始
め
る
子
ど
も
た
ち
に
悪
戦
苦
闘
。微
笑
ま
し

い
光
景
に
場
内
も
和
や
か
な
空
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

小
学
１
年
生
の
川か
わ
も
と本 

萌ほ
の
か香
選
手
の
取
り

組
み
で
は
、
体
格
差
が
あ
る
男
子
選
手
に
対

し
て
も
、
足
技
を
絡
め
な
が
ら
、
ま
わ
し
を

取
ら
さ
な
い
上
手
さ
で
対
抗
。接
戦
を
制
し
た

場
面
で
は
、こ
の
日
一
番
の
拍
手
が
鳴
り
響
き

ま
し
た
。
ま
た
、
高
学
年
の
部
で
は
、
力
強
い

当
た
り
か
ら
、一
気
に
押
し
出
す
場
面
も
あ
れ

ば
、
お
互
い
ま
わ
し
を
引
い
て
一
進
一
退
の

場
面
も
あ
り
、
白
熱
し
た
好
取
組
が
続
き
ま

し
た
。

相撲の上手さが光った川本 萌香選手 頭を付けて、両者我慢の取り組み

選手宣誓を行った橋
はし

 来
ら い ち

知選手 なかなか勝負がつきません

開会式の様子 レクリエーション『手遊び』

研修会終了後、全体写真

ほ
ー
ら
い
祭
り

第
６
回 

ち
び
っ
こ
相
撲
大
会

08
25

　

８
月
16
日
（
金
）～
18
日
（
日
）、
佐
賀
県

波
戸
岬
青
少
年
自
然
の
家
に
て
、「
九
州
地
区

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
～
佐
賀
大
会
～
」

が
行
わ
れ
、当
町
か
ら
は
犬
田
布
中
学
校
の

生
徒
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
九
州
各
県
、
政
令
指
定
都
市

や
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア・
リ
ー

ダ
ー
及
び
シ
ニ
ア・リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
、

各
地
域
に
お
け
る
活
動
の
情
報
交
換
や
体
験

活
動
を
通
し
て
お
互
い
の
資
質
向
上
を
め
ざ

し
、
少
年
団
体
活
動
、
地
域
活
動
等
の
充
実
・

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
、
九
州
地
区
の
中
学
生
及
び

高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
等
が
約

２
３
０
名
参
加
し
、主
催
県
の
実
行
委
員
会
を

九
州
地
区
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

〜
佐
賀
大
会
〜

08
16

中
心
に
、
グ
ル
ー
プ
で
活
動
・
行
動
を
し
て

３
日
間
の
研
修
会
を
過
ご
し
ま
し
た
。各
県
の

出
し
物
発
表
で
は
、「
鹿
児
島
県
ご
当
地
ク
イ

ズ
」
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
「
ほ
ー
ら
い
館
」
に

お
い
て
、
健
康
講
演
会
と
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

大
作
戦
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
の

部
で
は
、生
活
習
慣
病
を
テ
ー
マ
に
く
ま
も
と

健
康
支
援
研
究
所
代
表
取
締
役
の
松
尾 

洋
氏

に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病

と
は
、毎
日
の
好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の

総
称
で
、不
規
則
な
食
事
や
運
動
不
足
、喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
食
事
と
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
、

健
康
講
演
会
・

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
大
作
戦
開
講
式

09
05

08
27

訪れた子どもたちを迎えます 高齢者の皆さんも楽しみにしています

約50名が健康講話に参加しました

腰回りの筋肉を鍛えることで、腰痛防止
につながります

くまもと健康支援研究所代表取締役
講師　松尾 洋氏

椅子を使ってできる筋力トレーニング

主役のイッサン棒を持って、家々を回ります

豊
作
を
祈
願
し
て

～
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
～

　

東
犬
田
布
集
落
で
、
豊
作
を
祈
願
し
て
行

わ
れ
る
伝
統
行
事
「
イ
ッ
サ
ン
サ
ン
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
始
め
た
午
後
６
時
頃
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
イ
ッ
サ
ン
棒
と
テ
ィ
ル
を
ぶ
ら

下
げ
、
集
落
の
家
々
を
回
り
ま
す
。
家
で
は
、

お
餅（
カ
シ
ャ
ム
チ
）や
お
菓
子
な
ど
が
準
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
玄
関
先
や
縁
側
で
歌
を

唄
う
子
ど
も
た
ち
。
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も

歌
を
唄
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

食
事
の
と
り
方
や
効
果
的
な
運
動
に
つ
い
て
、

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
部
で
は
、ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
大
作
戦

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
を
し

な
が
ら
、上
位
者
に
は
豪
華
特
典
が
手
に
入
る

な
ど
お
得
な
企
画
で
す
。健
康
支
援
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
、歩
数
を
確
認
し
た
り
、ポ
イ
ン
ト
の

確
認
も
で
き
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

結
果
発
表
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
、健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
イ
ッ

サ
ン
サ
ン
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
回
り

な
が
ら
、
子
ど
も
の
頃
に
参
加
し
て
い
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

夏
休
み
最
後
の
思
い
出
と
し
て
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
も
刻
ま
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
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区長会 大崎町リサイクル施設視察

大崎リサイクルシステム

そおリサイクルセンター 大崎有機工場
（そおリサイクルセンター） 志布志埋め立て処分場

区長会から報告

　鹿児島県曽於郡に位置する大崎町と
志布志市は、現在28 品目のごみ分別に
取り組んでいます。大崎町は元々焼却施設
を持たない地域で、事業所や家庭から排出
されるごみはすべて埋め立て処分しており、
平成2年から使用していた埋め立て処分場
の耐用年数が平成16年まででした。
　しかし、年数が経過するにつれて、ごみ
の量は年々増え、平成10 年現在の試算で
は、平成 16 年までに許容範囲を大幅に
超えるとの結果が出たため、①新たに埋め
立て処分場を建設するか、②焼却施設を
建設するか、③現在使用している埋め立て
処分場の延命化を図るか、3つの選択肢に
絞られました。

　このセンターは主に資源ごみの中間処
理を行っている工場です。処理を行って
いる品目は 12品目で、その内使用済の
てんぷら油などはリサイクルセンターで
処理・加工し、この工場で使用している
収集運搬車や重機の燃料になっています。
また、施設の隣りには宮崎の株式会社
山崎紙源があり、ここでは新聞紙や雑誌、
コピー用紙や紙パックなど、紙類専用の
リサイクル工場があります。

　 この工 場は 生ご
み、草木の堆肥化を
行っている工場です。
堆肥化の工程として
生ごみは収集された
後、この工場に運ばれ、専用の破砕機で
細かく裁断、草木も同じようにチップ状に
なるまで細かくします。このとき草木には
土着菌が発生します。細かくなった生ごみ
と草木は重量比 1：1 の割合で混ぜられ
土着菌が約90℃の熱をもち生ごみの分解
を始めます。（一次発酵）

　一次発酵で 1ヶ月
～ 1ヶ月半発酵させ
たのち、ふるい機に
かけます。このとき、
ふるい 機 を 通らな

かったものは再度一次発酵の工程に戻り、
通ったものは二次発酵へと工程が進みま
す。二次発酵は完成するまで約 5 ヶ月か
かり、日数が経つにつれ発酵するときに発
生する熱も下がってきます。完成した堆肥
はしっかりと分別し
てくださった住民の
皆さんに還元するた
め、15kg 300円で 販
売されています。

　現在、大崎町と志布志市で使用している
埋め立て処分場は事業所、家庭から排出
されるごみの18％のみ埋め立てしていま
す。埋め立てしているごみの大半が “ お
むつ”でその他は使用したティッシュ、ゴム
製品、革製品などです。そして現在、志布
志と大崎、ユニ・チャーム、リサイクルセン
ターの4 社で紙おむつのリサイクルを実現
させようと実
験中であるた
め、実現した
場合、さらに
リサイクル率
が上がります。
　耐用年数が
14年しかないと結果が出たにもかかわら
ず、徹底したリサイクルの取り組みにより
29 年たった今でもあと40 ～50年の許容
範囲があると言われています。

　新たに埋め立て処分場や焼却施設を
設置するには、建設費用や維持費の問題
があり、周辺住民らの反対があったため、
埋め立て処分場の延命化に取り組み、分別
の徹底が始まりました。
　平成10年に大崎町で缶、ビン、ペットボ
トルの分別が開始され、これを機に年々
分別品目を増やし、平成16年には有機物

（生ごみ、草木）の分別を開始。27品目の
分別に取り組み、ごみの量がピークだった
平成10年に比べると約60％の削減に
成功しました。なお、現在も分別の徹底
は衰えることなく、大崎町と志布志市の
リサイクル率は、82％という非常に高い
水準を維持しています。
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 鹿児島県知事から表彰状
おめでとうございます

伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き
月日 行事 場所

8/16（金） 伊仙町ほーらい祭り実行委員会 伊仙町

17（土） 徳之島の福祉事業関係従事者等研修会 徳之島町

19（月） JAL 関係者　来庁 伊仙町

20（火）

徳之島用水土地改良区 第2回理事会

天城町
第2回徳之島愛ランドクリーンセンター
施設整備基本構想策定検討委員会

「みんなで考える徳之島ゴミ処理の明日
 ＩＮ天城町」シンポジウム

21（水） 法務局表敬訪問 伊仙町

22（木） 日本港湾協会九州地区連合会第66回通常総会 佐賀県

25（日） ほーらい祭り 第6回ちびっこ相撲大会 伊仙町

27（火）
土木事業連絡協議会 徳之島町

西目手久住民説明会 伊仙町

28（水） 地方自治振興促進懇談会 鹿児島市

30（金）
九州電力奄美配電所  吉留所長・日高氏表敬訪問

伊仙町
JAあまみ徳之島地区野菜部会総会

9/2（月） 面縄保育園地鎮祭
伊仙町

4（水） セコム医療システム野口氏来庁
「総務省事業報告」

5（木） 第13回鹿児島県子ども・子育て支援会議 鹿児島市

8（日）

鹿児島県立徳之島高等学校体育大会 徳之島町

樟南第二高等学校第54回体育祭 伊仙町

紫乃井流　日本舞踊特別公演
徳之島町

9（月） 徳之島農業青年クラブ連絡協議会
設立30周年記念式典

10（火） 令和元年度第2回議会開会 伊仙町

橋口 英文 さん
　平成 26 年度より、自主的に県道や町道の美化活動に取り
組んでおり、地域住民の中心となって、西伊仙児童館前の植栽
管理を行っていることなどが評価されました。

美延 睦美 さん
　長年にわたり、地域活動に積極的に取り組んできたことが
評価され、受賞されました。現在も、特定非営利活動法人徳
之島虹の会で、自然保護活動をはじめ様々な活動に取り組ん
でいます。
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INFORMATION
２
０
２
０（
令
和
２
）年
版

県
民
手
帳
の
販
売
に
つ
い
て

　

毎
年
、
鹿
児
島
県
統
計
協
会
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
る
鹿
児
島
県
民
手
帳
の
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
版
が
10
月
18
日（
金
）
に
販
売

開
始
と
な
り
ま
す
。今
回
も
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

機
能
と
合
わ
せ
て
「
鹿
児
島
の
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
分
か
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
統
計

デ
ー
タ
で
見
る
鹿
児
島
県
や
市
町
村
の
こ

と
、
県
内
の
祭
り
・
行
事
の
紹
介
な
ど
ふ
る

さ
と
の
情
報
も
満
載
で
す
。

　

色
は
黒
と
赤
の
２
種
類
で
、
価
格
は
５
５
０

円（
税
込
）で
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は

未
来
創
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

伊
仙
町
未
来
創
生
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
27
）

令
和
元
年
10
月
１
日 

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

請
求
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年
金
等

の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金

機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す

　

● 

65
歳
以
上
で
あ
る

申
請
窓
口
変
更
の
お
知
ら
せ

　

不
妊
治
療
申
請
、ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
旅
費

助
成
申
請
、未
熟
児
養
育
医
療
申
請
の
窓
口

が
健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
子
育
て

支
援
課
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場

　

子
育
て
支
援
課　

母
子
保
健
担
当

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
72
）

令
和
２
年
度

保
育
所・認
定
子
ど
も
園
の

入
所
申
込
み
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
認
可
保
育
所
・

認
定
子
ど
も
園
の
入
所
申
込
を
左
記
の
と
お

り
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
、役
場
子
育
て
支
援
課
で
の
配
布

及
び
伊
仙
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
現
在
入
所
中
の
児
童
は
、
利
用
施
設
に
て

配
布
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

令
和
元
年
11
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

　

期
日
厳
守

■
受
付
場
所

　

伊
仙
町
役
場

　

子
育
て
支
援
課
内

　

児
童
福
祉
係

　

● 

世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

　

● 

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

■
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方

　

以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す

　

● 

前
年
の
所
得
額
が

約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

請
求
手
続
き

① 

平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬

か
ら
順
次
届
き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給

し
は
じ
め
た
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、口
座

番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、手
数
料
な
ど
の
金
銭

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請
求
で
お

困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。

　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

T
E
L

：

0
5
7
0-

0
5-

4
0
9
2

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

保
育
の
支
給
認
定
を
受
け
る
た
め
の
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由

※
保
育
の
支
給
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

保
護
者
等
の
い
ず
れ
も
が
次
の
事
由
等

に
よ
り
、家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
で
す
。

　

右
記
理
由
に
よ
り
申
請
を
行
う
場
合
、各
証

明
書
・
申
立
書
・
申
告
書
等
の
添
付
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
町
外
の
保
育
施
設
等（
認
可
外
を
含
む
）を

利
用
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。（
該

当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※
添
付
書
類
の
町
税
等
納
入
状
況
証
明
書
に

お
い
て
、
滞
納
等
が
あ
る
時
は
、
受
付
を

保
留
し
ま
す
。

保
育
利
用
料
の
算
定

※
保
育
所
利
用
料
は
、
世
帯
収
入
に
応
じ
て

算
定
さ
れ
た
町
民
税
所
得
割
・
均
等
割
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
第
１
・
２・
３
子
等
の
カ
ウ
ン
ト
は
、世
帯
の

総
所
得
や
家
族
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

施
設
の
利
用
調
整
～
決
定

◎
施
設
入
所
は
入
所
判
定
会
で
決
定
し
ま
す
。

希
望
の
施
設
に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

① 

１
ヶ
月
に
48
～
１
２
０
時
間
以
上
労
働

す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る（
就
労

証
明
書
）

② 

出
産
・
就
学
・
疾
病
・
負
傷
・
介
護
・
看
護

の
状
態
に
あ
る（
母
子
手
帳
の
写
し
・

在
学
証
明
・
申
立
書
）

③ 

震
災
・
風
水
害
・
火
災
そ
の
他
の
災
害
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る（
罹
災
証
明
証
等
）

④ 

求
職
活
動
を
持
続
的
に
行
っ
て
い
る

：

３
ヶ
月
毎
に
申
請
が
必
要（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
写
し
・
申
立
書
）

⑤ 

育
児
休
業
時
に
、す
で
に
保
育
施
設
を

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続

利
用
が
必
要
で
あ
る

⑥ 

そ
の
他
①
～
⑤
に
類
す
る
状
態
と
し

て
町
が
認
め
る
場
合（
必
要
書
類
の
提

出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
⃝
未
来
創
生
課

　
⃝
子
育
て
支
援
課

　
⃝
く
ら
し
支
援
課
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

ご
み
袋
の
名
前
記
入
に
つ
い
て

〇
一
般
家
庭
ご
み
を
廃
棄
す
る
際
に
、
指
定

ご
み
袋
に
必
ず
名
前
を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
名
前
を
書
く
意
味
と
し
て
、
自
身
の

ご
み
に
責
任
を
も
っ
て
も
ら
う
事
と
同
時
に

ご
み
処
理
を
依
頼
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

必
ず
書
き
ま
し
ょ
う
）

〇
ご
み
の
分
別
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
の
清
掃
や
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
時
で
も
お
願
い
し
ま
す
）

〇
ご
み
収
集
日
以
外
や
他
地
域
の
集
積
所
へ

持
っ
て
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
※
場
所
に
よ
っ
て
は
、集
積
所
が
小
さ
く

溢
れ
出
て
し
ま
い
、
カ
ラ
ス
や
猫
に
荒
ら

さ
れ
、
集
積
所
周
辺
の
方
々
に
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば..

「
ほ
ー
ら
い
館
」

　

T
E
L

：

8
6-

3
3
1
9

浄
化
槽
法
定
検
査（
法
第
十
一
条
）

受
検
の
お
願
い

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び

清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正

に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、
不
適
事
項
が

あ
れ
ば
、
行
政
及
び
関
係
者
が
状
況
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、知
事
が
指
定

し
た
検
査
機
関
で
あ
る（
公
財
）鹿
児
島
県

環
境
保
全
協
会
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場

で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
、

持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検

と
は
別
の
も
の
で
す
） 検
査
対
象
と
な
っ
た

浄
化
槽（
設
置
年
度
ご

と
に
対
象
と
し
て
い

ま
す
）に
つ
い
て
は
、

事
前
に
指
定
検
査
機

関
か
ら
日
程
通
知
が

あ
り
ま
す
の
で
、必
ず

受
検
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関

　
（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
9
6-

9
0
0
0

h
ttp

://w
w

w
.k

a
g

o
sh

im
a

-
kankyou.or.jp/

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

3
6
8
5

　

徳
之
島
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
2-

2
7
7
6

　

伊
仙
町
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-
8
6-

3
1
1
1

（
内
線
69
）

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り

施
行
の
幼
児
教
育・保
育
の

無
償
化
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
子
ど
も
園
等
を

利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳
の
全
て
の
子
ど
も

た
ち
の
利
用
料
を
無
償
化
し
ま
す
。子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

幼
稚
園
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
制
度
に

お
け
る
利
用
者
負
担
額
を
上
限
と
し
て
無
償

化（
上
限
月
額
２
．５
７
万
円
）し
ま
す
。な
お
、

実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
費
用（
通
園
送

迎
費
、
食
材
料
費
、
行
事
費
な
ど
）
は
、
無
償

化
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園

（
４
時
間
程
度
）に
つ
い
て
は
満
３
歳
（
３
歳

に
な
っ
た
日
）か
ら
、保
育
所
に
つ
い
て
は
、

３
歳
児
ク
ラ
ス（
３
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の

４
月
以
降
）か
ら
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
の
利
用

料
に
つ
い
て
は
、住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象

と
し
て
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

伊仙町内の保育園・認定子ども園
（園の都合により変更になる場合があります）

園　　名 住　　所 定 員 保育年齢・時間

幸徳保育園　 伊仙2901-1番地 60名

0歳～5歳

7：30～18：00

わかば保育園　犬田布778-3番地 60名

いせん保育園　伊仙2321番地2 60名

認定子ども園
木らら　 伊仙2123番地 20名

おもなわ保育園 面縄1977番地 40名

健康づくり交流プログラム 新メニュー「アクアビクス」「成人水泳教室」追加
ほーらい館ではお客様の健康増進の為、曜日ごとに異なるレッスンを実施しております。

9 月より新しく追加されたメニューもございますので、是非ご利用ください。

メニュー 曜日・時間 場所 内容

アクアビクス
（初級）

毎週土曜日
13：30～14：00

プール

初心者向け。ハードな動きは少なく、音楽に合わ
せて楽しく体を動かしましょう！

アクアビクス
（中級）

毎週水曜日
19：30～20：15

20～60歳向け。初級に比べて少しだけレベルが
上がります！

成人
水泳教室

毎週金曜日
20：00～21：00

泳ぎを覚えたい！バタフライを泳げるようになり
たい！速く泳げるようになりたい！！方々向け。

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば

「
ほ
ー
ら
い
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　
⃝
健
康
増
進
課

新
規
会
員
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.
youhom

ushouka.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場

　

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
52
）

名
前
を
書
い
て
、ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い

　
⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
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 水道料金早見表（消費税込） 消費税率：10％（令和元年10月1日～）

水道料金計算書 
　 9㎥使用
  9㎥－7㎥＝2㎥（1,200円 ＋〔2㎥×130円〕）× 1.1＝1,606円

　 10㎥使用
10㎥－7㎥＝3㎥（1,200円 ＋〔3㎥×130円〕）× 1.1＝1,749円

7 ㎥まで 0 0 1,320 
8 ㎥ 1 130 1,463 
9 ㎥ 2 260 1,606 

10 ㎥ 3 390 1,749 
11 ㎥ 4 520 1,892 
12 ㎥ 5 650 2,035 
13 ㎥ 6 780 2,178 
14 ㎥ 7 910 2,321 
15 ㎥ 8 1,040 2,464 
16 ㎥ 9 1,170 2,607 
17 ㎥ 10 1,300 2,750 
18 ㎥ 11 1,430 2,893 
19 ㎥ 12 1,560 3,036 
20 ㎥ 13 1,690 3,179 
21 ㎥ 14 1,820 3,322 
22 ㎥ 15 1,950 3,465 
23 ㎥ 16 2,080 3,608 
24 ㎥ 17 2,210 3,751 
25 ㎥ 18 2,340 3,894 
26 ㎥ 19 2,470 4,037 
27 ㎥ 20 2,600 4,180 
28 ㎥ 21 2,730 4,323 
29 ㎥ 22 2,860 4,466 
30 ㎥ 23 2,990 4,609 
31 ㎥ 24 3,120 4,752 
32 ㎥ 25 3,250 4,895 
33 ㎥ 26 3,380 5,038 
34 ㎥ 27 3,510 5,181 
35 ㎥ 28 3,640 5,324 
36 ㎥ 29 3,770 5,467 
37 ㎥ 30 3,900 5,610 
38 ㎥ 31 4,030 5,753 
39 ㎥ 32 4,160 5,896 
40 ㎥ 33 4,290 6,039 
41 ㎥ 34 4,420 6,182 
42 ㎥ 35 4,550 6,325 
43 ㎥ 36 4,680 6,468 
44 ㎥ 37 4,810 6,611 

使用量 超過料（税抜） 料金 使用量 超過料（税抜） 料金 使用量 超過料（税抜） 料金

45 ㎥ 38 4,940 6,754 
46 ㎥ 39 5,070 6,897 
47 ㎥ 40 5,200 7,040 
48 ㎥ 41 5,330 7,183 
49 ㎥ 42 5,460 7,326 
50 ㎥ 43 5,590 7,469 
51 ㎥ 44 5,720 7,612 
52 ㎥ 45 5,850 7,755 
53 ㎥ 46 5,980 7,898 
54 ㎥ 47 6,110 8,041 
55 ㎥ 48 6,240 8,184 
56 ㎥ 49 6,370 8,327 
57 ㎥ 50 6,500 8,470 
58 ㎥ 51 6,630 8,613 
59 ㎥ 52 6,760 8,756 
60 ㎥ 53 6,890 8,899 
61 ㎥ 54 7,020 9,042 
62 ㎥ 55 7,150 9,185 
63 ㎥ 56 7,280 9,328 
64 ㎥ 57 7,410 9,471 
65 ㎥ 58 7,540 9,614 
66 ㎥ 59 7,670 9,757 
67 ㎥ 60 7,800 9,900 
68 ㎥ 61 7,930 10,043 
69 ㎥ 62 8,060 10,186 
70 ㎥ 63 8,190 10,329 
71 ㎥ 64 8,320 10,472 
72 ㎥ 65 8,450 10,615 

73 ㎥ 66 8,580 10,758 
74 ㎥ 67 8,710 10,901 
75 ㎥ 68 8,840 11,044 
76 ㎥ 69 8,970 11,187 
77 ㎥ 70 9,100 11,330 
78 ㎥ 71 9,230 11,473 
79 ㎥ 72 9,360 11,616 
80 ㎥ 73 9,490 11,759 
81 ㎥ 74 9,620 11,902 
82 ㎥ 75 9,750 12,045 
83 ㎥ 76 9,880 12,188 
84 ㎥ 77 10,010 12,331 
85 ㎥ 78 10,140 12,474 
86 ㎥ 79 10,270 12,617 
87 ㎥ 80 10,400 12,760 
88 ㎥ 81 10,530 12,903 
89 ㎥ 82 10,660 13,046 
90 ㎥ 83 10,790 13,189 
91 ㎥ 84 10,920 13,332 
92 ㎥ 85 11,050 13,475 
93 ㎥ 86 11,180 13,618 
94 ㎥ 87 11,310 13,761 
95 ㎥ 88 11,440 13,904 
96 ㎥ 89 11,570 14,047 
97 ㎥ 90 11,700 14,190 
98 ㎥ 91 11,830 14,333 
99 ㎥ 92 11,960 14,476 

100 ㎥ 93 12,090 14,619 

例

例

水
道
料
金
の
消
費
税
率
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

11
月
検
針
分
（
10
月
の
水
道
使
用
量
）よ
り

水
道
料
金
の
消
費
税
率
を
10
％
に
改
定
い
た

し
ま
す
。（
下
記
表
参
照
）

町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

申
請
に
つ
い
て

　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
指
定
の
有
効

期
限
が
定
め
ら
れ
、
５
年
ご
と
の
更
新
制
に

な
り
ま
す
。
随
時
受
付
中（
登
録
手
数
料 

有
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

水
道
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
47
）

８
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

　

８
月
26
日
現
在	

６　
件

　

今
年
度
累
計	

50　
件　

給
水
停
止
の
対
象

● 

長
期
滞
納
が
あ
る
方 

● 

支
払
い
の
意
思
が

な
い
方 

●  

連
絡
が
な
い
方 

● 

支
払
い
約
束
を

履
行
し
な
い
方 

● 

悪
質
又
は
、
滞
納
常
習
者

と
判
断
さ
れ
る
方

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。
公
平
性
を
保
つ

た
め
の
措
置
で
す
。
期
限
内
の
納
入
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
給
水
停
止
解
除
に
伴
う
開
栓
作
業
は「
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
」

そ
の
他
の
時
間
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

水
道
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
65
）

　
⃝
水
道
課

基本料金（7㎥まで）
1,200円＋超過料（1㎥に付）130円×消費税＝水道料金

10広報いせん  令和元年10月号（No.345）



第33回 伊仙町ほーらい祭り
会場周辺進入禁止区域案内及び特設駐車場配置図

11 広報いせん  令和元年10月号（No.345）

第33回 伊仙町ほーらい祭り
■開催日時
　令和元年 11月3日（日）17:00～
■場所
　面縄港特設会場

会場周辺車両進入規制等について（予定）
■規制日時
　令和元年11月3日（日） 15：30～22：00

■規制区域右図参照
※右図進入禁止区域内は許可車両以外の乗り

入れができません。予めご了承願います。
　皆様のご理解・ご協力をお願い致します。



2019年
 10

月
号

令
和

元
年

 10月
1日

発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課（

情
報

発
信

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
）

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
1842

TEL 0997-86-3111（
内

線
27）

　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

編
集

発
行

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

豊

陽は
る
た太

豊

伸
太
郎

阿
三

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

　

 

前
元

広
大

犬
田
布

　

 

原

き
の
か

犬
田
布

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
上
面
縄
西

清
水 

則
久
さ
ん

（
亡  

清
水 

み
つ
さ
ん
）
95
歳

人口の動き
（2019年8月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,635 人

男 3,367 人

女 3,268 人

世帯数 3,475 世帯

出生 2 人

死亡 8 人

転入 21 人

転出 25 人

戸
籍
の
窓

元
も と や ま

山 天
て ん が

雅くん
（1 歳 11ヵ月）

わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単なPR文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課 TEL 86-3111（内線 27）お問い合わせ

運動会
がんばろうね！

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

直売所 百菜
○島内産加工品・野菜・果物
○弁当・盛皿・引出物
○手作りパン
○お食事処「きゅっきゅっ」

T E L 0997-86-2793
F A X 0997-86-3886


